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こころの風邪

　現代社会、うつと診断される人が増えていると報じ
られているが、この中にはたして子どもはどのくらい
含まれているであろうか？　子どものストレス、心の
風邪は子ども社会の中で形のない、不安定な様相を呈
している。今まで子どものうつ病は少ないと思われて
いたが、欧米の疫学研究によると、一般人口における
子どものうつ病は、児童期では 0.5 ～ 2.5％（1 ～ 2 ク
ラスに 1 人）、中学生・高校生では 2.0 ～ 8.0％（1 ク
ラスに 1 ～ 4 人）と報告されている１）。日本では詳し
い統計調査はないが、軽症うつ病を含めるとその多く
が見逃されているとの指摘がある２）。
　子どもたちは友だちとの関係、試験の成績、先生と
の関係、さらにインターネット、携帯電話と、ひと昔
前までは想像もつかない複雑な環境で日々ストレスを
浴びている。それにより生じた何やら訳のわからない
心の影は、潮の満ち引きのごとく彼らを揺れ動かして
いる。そしてやがてそれはぐるぐると心を縛り、深刻
な暗闇の世界に落ちていく。
　｢基本的に弱すぎる｣、「そんなことは自分で乗り越
えるものだ」、「悩みながら人間は成長する」と、人は
言う。しかし、無事に大人にたどり着けた者はよいと
して、そうでなかった者にとっては、それは我々の手
を必要としていながら、誰も振り向いてくれなかった
からであり、遠くで見守られただけだったからなので
はなかろうか？　たとえば「不登校」、原因はさまざ
まであろうが、不登校は病気ではないとする社会的認
識もあって、専門家の目には留まらずに長時間経過し
てしまう。医師の目に留まったとしても、薬剤投与な
どの本格的な治療が即、開始されるとは限らない。そ
してそのうちいつか大きな波が来て、不測の事態に至
ることがあっても、不思議なことに、誰にも責任が及
ばない。こんな時、子ども世界のひずみの大きさにはっ
と驚いてしまう。
　今の子どもたちは、ひょっとしてきわめて未熟な社
会的仕組み、環境の中に無防備に放置されているので
はなかろうか。昔、我々は、例えば電車の中で自由に
喫煙し、予防注射では使いまわしの注射器を用いてい
ながら、その愚かさに気づかなかった。もし将来、あ
ることが常識として社会に広く受け入れられるように
なり、大きく世の中が変身することになっているとし
たら、1 日でも早くそのことに気がついてそれを社会
に取り入れる努力をすべきであろう。

唾液のはたらき

　子どもの世界にかかわる大人たちは、いろいろな領
域に大勢いる。その人たちがそれぞれの領域で同じよ
うに神経を尖らせることが、子どもの世界をよくする
ことにつながる。
　私は小児歯科医として毎日いろいろな子どもの口の
中で仕事をしている。口の中では唾液が常に流れてい
るのだが、この唾液は大変重要な生体の情報を我々に
提供してくれている３）。例えば血液型、性別、ある種
の病気……そして驚くことに心の中の情報まで運んで
きてくれる。
　ヒトは何らかのストレスが加わると、2 種類のスト
レス応答系、すなわち交感神経－副腎皮質系と、視床
下部－下垂体－副腎髄質系の活動を高めこれに立ち向
かう。そしてストレスホルモンとして、前者ではコル
チゾール、後者ではアドレナリンが分泌される。特に
血中コルチゾール上昇は糖代謝、タンパク代謝に関与
して、心をリラックスさせるなどの生体応答機序（ドー
パミン、セロトニンの分泌）が確立されている４）（図）。
これらのホルモンのおかげで何とかぎりぎりのところ
で精神の安定が保たれ、危なっかしい毎日ではあるが、
時には運にも恵まれて、表面的には事なき日々が過ぎ
ていく。青春をうまく乗り切った人はこのタイプ。そ
うでなかった人、例えばアドレナリン型では、ぶちき
れ、発散という行為で狂った心のバランスを修正しよ
うとする。コルチゾール型では、疲れが抜けない、寝
起きが悪い等の症状が深刻化し、ストレスホルモンの
長期依存が続くと、心のリラックスを促進させるドー
パミン、セロトニンの放出にも限界がきて、自らが脳
の栄養である糖を摂取して血糖値をあげようとする４）。
甘いものが脳に安らぎを与えることを知ってしまう
と、それはまた過剰摂取におよび、生活のリズムが破
壊されていく……。
　話を元に戻すと、実はこのコルチゾールは唾液中に
も分泌され、血中濃度と良好な相関を示すことがわ
かっている５）。
　一方、クロモグラニン A（CgA）という、副腎髄質
細胞や交感神経から分泌される可溶性タンパク質の一
種も、ストレス指標として、唾液で検索できることが
知られている６，７）。CgA は精神的ストレスにのみ反
応する特徴を有し、コルチゾールに比べ、ストレスに
対する反応性が高く、微弱な反応の早期検出に適して
いる。

唾液でわかる心もよう
渡部　茂（明海大学歯学部教授）
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　これらを用いた研究の具体例としては、音楽聴取に
よる精神のリラックス効果を示した研究８）、カラオケ
のストレス緩和を証明した研究９）。小児の歯科治療前
後のストレス評価 10）。障害者のスポーツによるスト
レスの影響 11）。妊娠・分娩後の母親の精神的変化を
評価した研究 12）。新生児の母親のケアーによる精神
変化を評価した研究 13）等さまざまな領域で取り上げ
られている。
　唾液がせっかく情報を運んできてくれているのに、
それをキャッチせずに素通りさせるのはもったいない
話である。現在これらの情報を有効に活用するため、
これを学校の精神健康調査に取り入れ、ルーチンに生
徒の唾液を測定し、子どもの心の不安を捉えようとす
る試みがなされている。 研究は半ばでまだ結果は出
ていないが、例えば定期試験期間中と終わった日とで
は有意な変化が見られるなどの興味ある知見がいくつ
か示されている。

ストレス社会の子どもを救う方法

　誰でもみんなストレスと戦っている。我々大人たち
は、それらのストレスのサインとして、子どもたちの
心に現れる症状を速やかに察知し、いち早く適切なア

プローチ、「どうかしたか？」を何気なく発信して先
手を取れるようになれば、子どもたちの状況はずいぶ
ん変化するのではなかろうか。
　客観的に子どもたちの心の中を覗く方法にはカウン
セリング、心療内科受診などいろいろな方法がある。
しかし、問題はそこにたどり着くまでの間にあり、学
校の保健室で待っていたのでは 10 年後、「へー、昔は
そうだったのか」と言われそうなほど、遅すぎる。
　唾液中のストレス関連物質の検索は採取方法、デー
タの分析方法、倫理的な問題など、今後検討しなけれ
ばならない点がまだ多く存在している。しかし、唾液
は侵襲を与えることなく気軽に採取できる利点があ
り、子どもの心の変化を捉える一般検査法として確立
することが期待されている。
　現代のストレス社会で木の葉のように揺れ動いてい
る子どもたちのために、あなたもあなたの領域で何か
考えてください。
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■図：ヒトのストレス伝達のメカニズム


